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ゼロカーボンシティまにわ宣言 
 近年、地球温暖化が原因と見られる気候変動の影響により、
日本各地で深刻な災害が頻発しています。平成 3 0年７月豪雨で
は、岡山県下でも、本市を含む多くの住民の生命・財産を脅か
す甚大な被害が発生しました。気候変動は、本市にとって対岸
の火事ではなく、当事者として対策を講じなければならない喫
緊の課題となっています。  

 気候変動以外にも、海洋プラスチック問題など、ただちに行
動を起こさなければ手遅れとなる重大な環境問題が噴出してい
ます。化石燃料に依存し、環境を犠牲にした豊かさの追求は、
もはや限界を迎えています。  

 まさに、環境・経済・社会の三側面の課題に統合的に取り組
む S D G sの発想への転換が必要であり、この地域を安心・安全で
持続可能なものにしていくためにも、今、脱炭素を前提とする
まちに向かって舵を切っていかなければなりません。  
 
 S D G s未来都市・真庭市は、 S D G s目標 1 3「気候変動に具体的
な対策を」の達成に向けて、豊富な森林や岡山三大河川旭川水
系の豊かな水など、地域資源を活用した自然再生エネルギーに
よる地域エネルギー自給率 1 0 0％を目指し、エコで災害にも強
いまちづくりに取り組んでいます。  

 また、焼却ごみの削減を図る資源循環システムづくり、エコ
カー・自転車を活用したエコで健康な交通網づくり、市民・事
業者と協働したカーボン・オフセットによる森づくり、「 C O O L  
C H O I C E (賢い選択 )」の推進によるエシカルな行動ができる人
づくりなど、ソフト・ハード両面で様々な脱炭素のまちづくり
を進めています。  
 
 真庭市は、市民・事業者一体となり、これらの脱炭素のまち
づくりを一層加速させ、 2 0 5 0年二酸化炭素排出実質ゼロ都市
「ゼロカーボンシティまにわ」実現に向けた歩みを進めていく
ことをここに宣言します。   
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